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米軍兵士と沖縄人の観察による
沖縄人の民族的人格特性につい
ての研究

講 師 赤 嶺 利 男

研 究 .の 動 機

グルーブ モラールが集団の活動能率に大きな影響をもたらすものであることは論ずる

までもないが,同様に国家や民族のモラールはその共同福祉発展にとって欠くべからざる

要因となるOわれわれ沖縄人は第二次政界大磯の惨禍以来十余年にわたって政治,経済'文

化等のあらゆる方面に復興の努力を払って来たのであるが,終戦と同時に本土との凡ゆる

関係を遮断され,而も完全に焼土と化した郷土の復興はか軍政下のこととて色々な制約杏

受けてきたのである｡加うるに全島各地に巨大な米軍基地が散在し,沖約人は文イ掴勺に非

常に異なった米軍兵士と直接間接の接触を保ちながら生活して行かねばならなくなったの

である.かくの如き日常生活各tEjLlの困難を打開し,復興の歩みを続ける沖縄人にとって,

その協同的問題解決過程を妨げている大きな障害の一つに沖縄人特有の劣等感があると言

われる｡多くの沖縄人は我れ我れの劣等感は戦前から掛 ､てきたものであり,特に廃藩置

県後の沖縄人の政治的経済的地位は他府県人のそれと較べて極めて低かったために,これ

が長く尾を引いて歴史的所産として沖縄人の民族的劣性意識を形成したものであると説明

している｡事実,沖縄人に強い劣等感があるとするならば,そしてその劣等感が沖縄人一

般に普遍的のものであるとするならば,沖縄人の民族的人格構造の好ましからざる一部と

して偵重な検討を必要とするのではなかろうか｡さらにこの劣等感は沖縄人に実際に存在

する何らかの共通的欠点文は韓点に基くものであるのか｡これは沖縄の民族集団的自我意

識がどの程度客観的に妥当すろかの問題であり,自己の所属する民族集馴 こ対する否定的

偏見の有無の検討を必要とするのである｡｢沖縄人｣とは我れ我れが寧生得的に具有する身

分であり,自由意志書乙基いて取得し,若くは廃棄し得るものではない ｡ 故に沖縄人が共通の

民族的劣等感を抱いているとすれば,自らが所属する集団に対して,不信と軽親を意識し

ながらも,尚且つその忌わしき集団の成員として所属しっづけなければならないという葛

藤が生ずるであろうo結果的には単に個人的精神衛生の問題としてのみならず,集団として

の内部部的結合が弱まり,集団生活の規律が失わた,集団生産能率は著しく低下すること

になろう｡現在の沖縄はあらゆる面に集団全体の協同的努力を要する問題が山積みされて

いる状態があるが故に,この方面の研兜が必要であると思われた｡更に全島が基地化して

いる沖縄において過去十年間における米国兵士と沖縄人相互間の関係は,この沖縄人の民

族的自我意識に何らかの影響を加えたであろうことは疑う余地がない｡従ってこの研究に

よって米軍兵士の意識している沖縄人の民族的人格諸特性と沖縄人の民族的自我意識を比

較することによって沖縄人について顕著の特性は如何なるものであるか,又沖縄人が己れ

自身について抱いている田定観念の形式を調べることにした｡したがってこの調査は米軍
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兵士の沖縄人観と沖縄人自身の自我意識の比較検討による｡沖耗人の人格構造の一片を探

るための一つの些やかな試みなのである｡

Ⅰ 予備 テス ト

1 調査方法

予備テス トでは,アメリカ軍兵士によって外部から観祭された沖縄人についての鞘著な

人格的特注,アメリカ軍兵士の年令,出身地城,沖縄滞在期間,修学年数,職業的背比

沖総人との接触饗などを調査検討することなどによって本テス トの調査方法や調査内容,

質問形式等を決定する目的で行われたD

1956年2月16日及び17日の両日にわたり,都朝市在の米陸軍輸送部隊の下士官兵士

167名に対して 別表(1)の如き質問紙を用いてデス下したOこの予備テストに取り上げられ

た人格特性は主として Encyc】opediaofEducationalResearch に挙げられている人

格特性群の中から言語による意志の流通が困難な異なった民族集団間において比較的に観

察されやすい外面的に表出されている人格性を選んだもので,矧Hl紙の記載順似 ま次の通

りである｡

1 FriendlyandSocial 友好的で社交的

2 Even･Tempered 温和 (感情にむらがない)

3 Suspiciousindealingwlthothers 他人に対して疑い深い

4 Feartulofwhatmighthappentothem 何か起りはせぬかと不安

5 Emotionallytough 情緒的に強靭

6 0veractiveindailyliving 日常生活で活動しすぎる｡

7 Stubborn 剛情,頑幽

8 Uncooperative 非協力的

9 Trustfulofothers 他人を信用する｡

10 Intelllgent 聴明

ll Impatient 短気

12 Carelessonthejob 仕事で不注意

13 UnTeaiisticabouttheirownlife 人生について非現実的な考え方

14 Fearlessofwhatmightpossiblyhurtthem. 向う見ず

15 Patient 忍耐強い

16 Lookworriedandunhappy 心配で不愉快そう

17 Usuailyhonest 大便正直

18 1ndustrious 勤勉

19 Sensitive 敏感

20 Lookhappymostotthelime 大抵の場合幸福そう

21 Cooperative 協力的

22 0ftenimmoral しばしば非道徳的に振舞う

23 Coutteous 礼儀正しい

24 Affectionate 人情深い
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25 Cold･hearted 冷淡

26 CautiousandnevertakechallCeS 用心深 く決して危険を犯さない

27 InclinedtobeizltnVert 内向的

28 Boldintheirrelationwithothers 対人関係で大胆

29 Carefree のん き

30 Talkative おしゃべ り

31 FlexiblewiththeiropiTliorlS 柔軟性のある意見

32 Domineeringandbossy 押し

33 Sluggishindailyliving 日常生活で動作が緩憎

34 Adventurous 冒険好き

35 Utlpredlctable 行動を予測できない.

36 Rude 粗野

37 Carefulindoingthings 物事を注意深 く行 う

38 Criticaleofothers 他人に対 して批判的

39 reliable 信輔できる

40 submissive 服従的

41 ratherhot･tempered 潤痛もち

42 tJnreliable 信頼で きない

43 Dishonest 不正直

44 Sympathetic 同性的

45 Curlning 好智にたけた

46 Inclinedtobeextroverts 夕日句的

47 Actimpulsively 衝動的に行動する

48 Realisticabolltthelrlife -̂生招ついて現実的な考え方

49 Withdrawnandtimid 引îみ思案で療病

50 Ethicalintheirbehaviors 倫理的な行動

51 Shy 恥かしが り

52 Laヱy 怠惰

53 Mentallyd111i 愚鈍

別 表 (1) (原文は英語)

沖 縄 人 格 特 性 調 査

琉球大学,心理学研究室

年令

沖縄に来てか らどの位な りますかO

何年間学校教育を受けましたか｡

個人的に知っている沖縄人がいますか｡

もし知っているな ら何人位知っていますか｡
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注 意

この質問紙は男女を問わず,沖縄人一般の人格がアメリカ人の眼にどう映っているかを

調べようとするものです｡これは知能検査ではなく従って答が正しいとか誤まっていろな

どと言う事はありません｡あなたが直接間接に得た沖縄人一般について答えて下きいoあ

る特定の沖縄人に限らないように注意して下さいあなたが思った通りをそのまま正直に答

えていただければ,我々も典型的な沖縄人像を正しく理解できるのですO

答え万

問題を読んで,沖縄人についてのあなたの意見をもっともよくあらわしていると思われ

るものを選んでそれぞれ,M'ost.Some,Few,又は 了 を○で囲んで下さい｡

Most･-- ｢大部分の沖縄人は｣の意

Some- .･･｢いくらかの沖縄人は｣の意

Few - -･｢ごく僅かの沖縄人は｣の意

? --｢わからない｣

問1 ≡:oeo-:tデ, 買ke:fnrsqoe:I:nllST
(?)

間2 (Most)
(Some) Okinawaseem

? (Few) even･tempered
(?)

間55

2 被検者

調査の対象として用いられた下

士官兵士は週例教育訓練のために

集合した167名であり, 彼等は兵

営や任務を鞄にしている｡

内訳は白人兵 126名,黒人兵28

名,その他の有色人兵 (東洋系,

インディヤソを含む)15名であっ

た｡
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Table (1) (職 業 分 布)

Table 2 沖縄人を何人位個人的に知っていますか
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5 結 果

被検者167名の全体を調査 した結果は Table(5)の通 りである｡

Table (5)

予備調査の結果 (数字は%)

特 性lMostjso-eIFewi9
惟 和

信柏する

活動 しすぎる

頑 rZil

協 力 的

辛抱弓如 ､

現 実 的

脱 明

幸 福

正 直

勤 勉

倫 理 的

礼儀正しい

人情深い

内 向 的

押 しつけがましい

情緒できろ

同 情 的

対人粥係大胆
注意深い

不 安

用心深い

友 好 的

敏 感

と つ ぴ

おしゃべり

衝 動 的

9
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9
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4
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滴療 もち
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動作緩慢

柔軟性にとむ

非協力的

短 気

非現実的

愚 鈍

不安で不愉快

不 正 直

怠 一惰

非道徳的

粗 野

冷 淡

外 向 的

服 従 的

頼みにならな

批 判 的
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｢Most(大部分の沖縄人は)｣と答えたものに(+1)｢Some(いくらかの)｣に(0)｢Few(ごく僅

かの)｣に(-1)的え,
無応答者及び疑問符の使用を除いT=平均値を
(晋諾)を以

って各特性に対する被検者全体の肯定度の大小を表わす指標とした
Oこの
場合肯定度は0を
中心として±1の限界間に広がることになるが実時把は最高+0.6
(礼儀正しい)と最底

-0.7
(粗野である)の葡園内に分布していた｡
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(0)は ｢幾らかの沖縄人は-｣に該当し特別の傾向としては習通平均程度と考えられ

(+)は積極的に肯定し (-)は否定的又は消極的肯定と解釈きれよう｡以上の肯定の程

度及応答率等の考慮の上,予備テテス ト結果の一般的傾向は次の如く要約きれよう｡

(1)一般的傾向

(I) 沖縄人は一般に情緒的に均衡のとれた温和な気質を持ち潤府もちや短気な人間は

非常に少ないと男ている.〔( )内は肯定度〕

混 和 (+0.5) 無応答 4.19%

幸 福 (+0.5) 〝 5.59%

病癖もち (-0.5) 〝 9.58%

短 気 (-0.5) 〝 12.57%

(I) 沖縄人は極めて友好的且つ協力的であると考えている｡又 ｢他人を信用している

か｣又はその反対に ｢他人に対して疑い深いか｣等の問題についてはさほど顕著

な傾向は見られないが ｢非協力的｣ ｢批判的｣でなく又決して ｢冷淡｣でないと

考えていることは明らかである｡

友 好 的 (+0.5) 無応答 5_6%

協 力 的 (+0.4) 〝 5.6%

信用する (0) 〝 11.4%

批 判 的 (-0.5) 〝 27.5%

非協力的 (-0.6) 〝 10.8%

疑い深い (0) 〝 7.8%

他人を信用しているか否か疑い深いかは,比較的に内面的なことであり,祝祭者

被観察者闇に密接な交渉関係が成立して察知されうることで現在の米軍兵士と沖

縄人相互間の如く外面的な接触しか保たれない場合には確実な判断を下しにくい

ものと思われる｡但し,両方ともに無応答の率はさほど大きなものではなく (｢

信用する｣ll.4% ｢疑い深い｣7.8%) 結局被験者各自の主観的判断が,大きく

働いたようである｡文友好的,協力的などの特性は当然向性と関連して考えるべ

きであるが ｢内向的か｣及び ｢外向的か｣の直接的質問に対しては無応答が梅め

て多く45.9%及び48.5%)信頬できる結果は得ら頚1なかった｡

(V) 既して沖縄人は勤勉であると考えている.とくに忍耐心が強いことは沖縄人の大

きな特徴として挙げられている｡但し ｢活動しすぎるか｣と ｢動作が援憎である

か｣の二つの問に対しては一定の傾向は見られなかった｡

勤 勉 (+0.5) 無応答 9.6%

忍耐強い (+0_5) 〝 6.0%

怠 惰 (-0.2) 〝 14.4,%

活動過剰 (一口.1) 〝 26.9yo

動作緩慢 (0) /, 9.6%

(Ⅳ) 沖縄人は極めて礼儀の正しい民族であると見ている｡又正直という点でも積極的

に肯定しているがこれは沖縄人の道徳性一般を高く評価していることを示唆する
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ものではないかと思われるO予備デス Fの被験者全体のうち67.8%が ｢大部分の

沖縄人は礼儀if_しい｣と答えており,全特性項目中で寂も積極的に肯定している

特性であるO文 ｢倫理的か｣の間に対しては普選程度と考えているが ｢非道徳的

であるか｣に対してはこれを強く71;定している O

礼儀正しい (+Cl.6) 無LL.T:答 4.79%

正 肩 (+D.5) 〝 7.8%

倫 理 的 (+0.1) 〝 22.8%

削 野 (-0.7) 〝 19.2形

不 正 直 (-0,5) 〝 17,4形

非道徳的 (-0.5) 〝 28.2形

一般に価値的な好ましい特性を肯定文で質問する時のJr7-定の度合よりも同じ特性

を否定文形式で尋ねた場合の不定の度合は非常に積極的となっている. (例えば

｢正博か｣に対しては +0.5で旨定しているが同じ特性を ｢不正肩か｣と云う否

定文形式で質問すると-0.5で強く否定している｡)

(V) 沖縄人は概して現実的に物事を考えて居り,又胃険好きではないと考えているO

現 実 的 (+0.5) 無応答 17.567(a

非現実的 (-0,5) 〝 26.94%

胃険好き (-0.5) 〝 25.95%

向う見ず (-0.1) 〝 19.8形

(Ⅶ) 沖縄人は,知的万両で愚鈍ではなく,聡明な人も多いと考えている｡

愚 鈍 (-0.4) 無答応 2口.95%

聴 明 (十0.2) 〝 1,97%

(Ⅶ) 沖縄人は不注意だとは思っていないが文殊更に注意深いとは思っていない.

注意深い (+0.1) 無答応 5.98%

不 注 意 (-0,5) 〝 8.58%

(Ⅷ) 沖縄人は相当に敏感で感受性強く,愚鈍ではなく,又情緒的に強靭だとも思って

いないo

敏 感 (+0.5) 無応答 8.987/o

愚 鈍 (-0.4) 〝 20,95')/o

情緒的に強靭 (-0.2) 〝 17.56%

(Ⅸ) 沖縄人は一概に消極的で引込みILlrl,案であるとは見ていないが,対人関係で臆せず

大胆に振舞うことは少ないと考えている｡命令的で押しつけがましいとは殆んど

いないが,服従的な人も少ないと見ているO｢おしゃべ りり｣とか ｢恥かしがり

｣と云う点では淫通程度と見ている｡Fr笥｢服従的｣と ｢押しつけがましい｣には

無応答が多かった｡

引込み思案 (0) 無応答 16.8%

恥かしが り (+0.1) 〝 7.8形

服 従 的 (-0.5) 〝 58.5形
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押 しつけがましい (-0.7) 〝 19.8形

対人関係で大胆 (-0.2) 〝 16.2%

おしゃべ り (0) 〝 6.6%

(冗) 沖縄人は概 して幸福そうで,心配勝ちで不愉快そうな人は非常に少ないと見てい

る｡

心配勝ちで不愉快そう (-0.5) 無応答 9.6%

幸福そう (+D.ち) 〝 5.6%

の ん き (□) 〝 12.6%

不 一 安 (0) 〝 15.2%

(Ⅶ) 沖縄人は比較的に信輔できる民族である｡

借粕できる (+0.2) 無応答 6.6%

縮みにならない (-0.4) 〝 14.4%

とつぴな性格 (0) 〝 14.4形

(2) 修学年数が米軍兵二ヒの沖縄人に対する意見に及ぼす影響

予備テス トにおける0124名の白人兵士の修学年数の分布状態は Fig.(3)に示されて

いる通 りである012ヶ年の修学は高等学校卒業程度であるが124名を12未満のグルー

プと満12年未満以上のグループに分けると,丁度62名宛の∠グループができる｡前者

をグループA後者をグループBとすれば,ABグループ別のテス ト結果はTable(4)の

如 くである｡

FiーLa)dt曾椎 か女帝._ ..･ ..･.･.._.一色⊥-----一一宮人･-..-.,-Jt州と A

∴

al○I人牡 ㌔.
/＼

■■● ′′ヽ､ノ一_.一一′●､ミlh-I_f ---.-.l一,J､､ヽ一.ノー .-.､.{'ヽヽ



Table(4)
修学年数12ヶ年未満および12ヶ年以上の

2グルイの予備テス摘果(純度InAI nn-P JIGO)
特 性
友 好 的

温 和

疑い深い

心配 不安小心
感情的に強い
活動過剰

頑 固

非協同的

信櫓する

聴 明

短 気

軽 卒

非現実的

むこうみず

忍耐強い

くよくよしている
正 道

勤 勉

敏 感

幸 福

協 力的

非道徳的

礼儀正しい

人情味

冷 淡

用心深い

内向的

∴.二_二~t三-

ー1 .41NJJO4
ノ∧)8ノ05
14ノ07
752500.▲U

一86弘78

2対人関係では大胆

~享三三享三 十三

5072281211

_芝.,8
2日

注意深い批判的頼みになる服従約滴痛もら信頼出来ない不正直
54･42Il'同情的
25･40日 貯 智

21

7ロ .ll至55

41′▲082125

71恥かしがりや
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12ヶ年未満
古壷哀~77

(HUCO55COnU171ノ∧VrOnUノ04ノOrO1rO5451rO22

00(H)04nU252ノOZJ512nU′05.人∪411▲JnUノOnU7nUnU′OZJ45LnnU1rO74

12ヶ年以上
肖定度iマ

7
7
15
ノ▲0∩7

1
12ノAU
1

一
一一
一
一

48
2
′0ノOnU

ノ05
5
0000107.人∪8
ZJ15ノ人∪′07′▲U4559

1

NJ
nU
5

7

/0

1
1

21

1

80-1鮎
92dd
CB16
57-

242.7459ぷ78274279加2241

52

m

55

約

-9

-

●ヽ

●
●ヽ●

475-58瑚55..185147舶15522鮎2501ll82941LE一l一l一一I1255∩∠ZJ25157794924′onu72112rO11l17〇21111
両集団の措定度平均(A一一1.2)(Fl
o
.
9)の差を検定するために,A,B
グル-プの

標準偏差の差を検定によって調べた結果tニー0.
49df(自憤度)-122で,
P
･-･7
と

なり両集団は全特性項目に関しては有意の差は認められない｡但し,かかる
特性項目全

体についての綜合的肯定度の強弱にかかわらず個々の特殊的特性に関する判断や意見の相
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異は存在しうるものと与えられるために,各特性項目についての両者の判断傾向を調

べる必要がある｡Ⅹ2によって各特性についてのA,B両グループの差の検定を行って

結果危険率 (P)の許容限度を ･D弓として Table(5)で示された特性項目につい

Table (5)

特 性

B
グ
ル
ー
プ
が
よ
-
肯
定
的

友 好 的

聡 明

正 直

人情深い

情緒的に強靭

消 極 的

動作緩慢

(+0.40)

(+0.12)

(+0.10)

(-0.05)

(-0.29)

(-0.20)

(-0.12)

(+0.72)

(+0.55)

(+0.26)

(+0.54)

(+口.22)

(-0.15)

( 0 )

(+0.20)

=
i
.
02

-1

m

nut川r

りA ;非協力的

蓮言 い 合 淡
的 l 不安で不愉快

b7i:;批 判 的
よ 信頼する

(-0.55)(-0.55)

(-0.45)

(-8.55)

(+0.08)

14･5 i (-o･79)

冒.5:: i :霊 ,

(-0.65)

(+0.､02)

て有意の差が認められた｡一般に ｢友好的｣｢混和｣｢聡明｣等ののぞましい特性に

ついては修学年数の多い方が沖縄人に対してより肯定的である｡危険率,50以上のも

のでこのような傾向のうかがわれた特性としては ｢忍耐強い｣ (p-.50) ｢勤勉｣

等があった｡

教養が低ければ外集団に対してより強い偏見を持ち,その反対に教養が高ければより

寛大になることは明らかに･されているが, この予備テス トの結果からも同様の傾向が

うかがわれる,本研究のアメリカ人標本として米軍兵士を用いたために学歴の点から

見て彼等の大部分は一般アメリカ市民としては低い地位を｢tfめて居り,とくに大学卒

業者は殆んど将校になる点なども考慮するとこの標本として用いたアメリカ人兵士は

アメリカの一般市民を正しく代表するものと考えることは妥当でない｡併しながら,

現在の沖縄の地域社会で沖縄人一般と接触交渉を保っているのは大部分が下士官以下

一般兵士であるが故に,尚且つ団体テス トの実施上の容易さからとくに米軍下士官兵

士を調査対象として選んだ訳である｡従ってこの調査はアメリカ人の観察による沖縄

人の人格の考察であると言うよりもむしろ ｢アメリカ軍兵士｣の観察によるものとし

て限定することが必要である｡

(3) 沖縄滞在期間が沖縄人に対する意見に及ぼす影響

沖縄に派遣された米軍兵士の平均駐留期間は約 1年半である01年)l'･･以上の滞在は滞
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在は本人の自発的希望による｡予備テストに含まれた兵士のテ ス トを受けた日までの滞在期

間は Fig(2)に示されている｡

Table(6)

米軍兵士の滞在期間別肯定度

特 性

友好 的 J0.68
温 和

疑い深い

心配 不安 小心
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Table(6)によっ
て,
沖縄滞在期間1ヶ年未満,
1ヶ年以上,2ヶ年
未満
,及び
満2ヶ

年以上の5グルー

プの
各特性に対する肯定度を比較すれば,三
者間に特に顕著な差異の見ら

れないことが判る｡各
特性のもつ好ましさの度合から推測すれば,満2ヶ年以上の静在者が

沖縄人を最も好ま

しい
民族と見て居り,
次は1ヶ年未満者で最下

位

は1ヶ年以上2ヶ年未満

の者であるらしい｡推
定の根拠としては各グループについて,
他の2グループよりも強く肯

定した特志を選び出しそれらの特性のうちから好ましい特性と好ましくない特性の頻数を計
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算し,更にそのグループが他の2グループよりも低い肯定度即ち強い否定度を示した

特性について,好ましい特性と好ましくない特性の頻数を計算しその総合結果を基礎

にした｡これによって ｢沖縄に駐留する米軍士は駐留期間の初期においては,沖縄人

に対して比較的に好意的な態度をもち,長らく滞在しているうちに好意的態度を失い

数年以上滞在すると再び好意的態度を回得し最も好意的となる｣のではないかという

新らしい仮説が生ずる｡勿論好意的態度を決定するのは単に滞在期間だけに限らず多

くの他の要因に支配きれることであろうし,又2ヶ年以上の駐留は本人の自由意志に

よって決められるものであり,長期間駐留者の中にはすでに沖縄人女性と結婚して家

庭をもっているものも少なからずいるものと考えられるので現在の､資料のみではこの

仮説の検討は困難である｡

(4)質問紙の検討

(Ⅰ) 応答率,応答傾向の一致慶等を考慮して不適切な問題を本デスIでは削除するこ

とにした｡ (｢何か起りはせぬかと不安｣,｢日常生活で活動しすぎる｣,｢情緒的

に強靭｣,｢他人を信用する｣,｢内向的｣,｢向う見ず1,倍粕できない｣,｢好

智にたけた｣,｣冷淡｣,｢菜軟性のある意見｣,｢行動を予測できない｣,｢他人

に対して批判的｣,｢信頼できる｣等)

(I) 道徳的,社会的に考えて極端に好ましいものと,又その反対に好ましくない特性

(｢聴明｣,｢非道徳的｣, ｢不正直｣,｢愚鈍｣等)は本テストから除くことにし

た｡

(I) 学歴の低いものが少なからず含まれていたので本デスTの問題では用語や文章を

できるだけ判りやすくするようにした｡

(Ⅳ) 疑問符の使用が極めて多く,比較的判断しやすいと思われる問題についても疑問

符を用いたのが多かったので本テストでは疑問符を選択項肢には含めないこ とに し

た｡

(V) Most.Some.Few.の三つを選択項肢とすると Mostの使用に不適当の感じを

抱 く被検者が居ったので Many(多くの)Some(いくらかの･)Few (ごく僅かの)

に改めることにした0

1 本 テス ト

1. 研究目標

(1) 沖縄人の自己評価と米軍兵士の観察によって求められる沖縄人の民族的人格諸特性

を吟味する｡

(2) 沖縄人に対する対照的民族としてアメリカ人についての沖縄人の観察と米軍兵士の

判断によって,アメリカ人の民族的人格諸特性を吟味する｡

(3)民族的人格特性の ｢好ましさ｣desirabilityを検討して沖縄人の自我意識,沖縄

人のアメリカ人観,米軍兵士のアメリカ人観に示される ｢好ましき｣の度合を吟味す

る｡

(4)沖縄人のアメリカ人観と自民族観における差異及びアメリカ人の沖縄人観と自民族
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観における差異を検討し両者の自他民族間の相異を吟味する｡

(5) 沖縄人の白.己評価とアメリカ人観に男女間の菱が見られるか否かを検討する｡

(2) 研究方法

予備テストの結果不適切と認められた特性項目を除外し,さらに沖縄人とアメリカ人間

の対細的,民族的人格特性として重要と思われる新らしい特性項目を加えて,別表(2),(3)

(4),15),の如き質問紙を作成したoこれらの質問紙はそれぞれ別表(2)米軍兵士の沖縄人に

対する意見,別表(3)米軍兵士のアメリカ人に対する意見,別表(4)沖縄人の沖縄自身に対す

る意見,別表(5)沖縄人のアメリカ人に対する意見を調査するためのものであるが,人格特

性の種類,配列順位,質問形式などは全く同一であり,特に問題の英訳については問題の

意味やその文章から受ける印象等が和文質問紙とできるだけ一致するように注意した｡

1956年5月に琉球大学学生と米陸軍及び空軍の下士官兵士に質問紙によるテス トを実施し

たが各質問紙に用いられた標本の大きさは次の1通りである｡

米軍兵士の沖縄人に対する意見 嘉手納航空隊 122名

米軍兵士のアメリカ人に対する意見 牧港工兵隊 68名

沖縄人の沖縄自身に対する意見 琉大学生 男75名 女25名 計100名

沖縄人のアメリカ人に対する意見 琉大学生 男67名 女56名 計105名
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(3) 本デス Iの結果と考案

(1)被検者について
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琉大の学生は沖縄人一般を代表するものとして考えることは妥当ではなく,又アメリ

カ人一般の代表として米軍兵士を用いたことも妥当ではない｡従って,この調査の結

果は標本の性質に制限された範囲内で解釈すべきであり即決的な一般化は憤しまなけ

ればならない｡

別 表 (2)

民族的人格特性調査 (原文は英語)

年令 出身州 階級 民間職業R__II

沖縄に来てからどの位になりますか｡

何年間学校教育を受けましたか｡

沖縄人を個人的に知っていますか｡ はい いいえ_

もし知っているなら何人位

この質問紙の目的はもっとも普通の沖縄人がアメリカ人の眼からどのように見える

かを調べようとするのですOあなたの知能の程度を調べようとするのではありません

し,又答に正しい答とか誤りなどというのはありません｡ある特定の沖縄人だけにつ

いて考えずに,あなたが直接間接に知っている沖縄人一般について正直に答えて下き

い｡この結果からあなたが不利になるようなことは決してありません0

問題の前にあるA,B,及びCの内,あなたの意見をもっともよくあらわしてい亭も

のを選んで○で囲んで下さい｡ (Aは ｢多くの沖縄人は｣Bは ｢幾らかの沖縄人は｣

Cは ｢ごく僅かの沖縄人は｣を意味しています｡

例 : A (Many)

B (Some)

C (Few) i

沖縄人は冷淡である｡

(意味- ｢ごく僅かの沖縄人は冷淡である｣)

一間も残さずに答えて下きい｡他の人と相談しないで下きい｡

間1. A (Many)

B (Some)

C (Few)

間2. A (Many)

～

間40

B (Some)

C (Few)

沖縄人は独立心が強い｡

沖縄人は感情にむらがない｡

別 表 (5)

民族的人格特性調査 (原文は英語)

年令 出身州 階級 民間柏葉 __I_ー

沖縄に来てからどの位になりますかo

何年間学校教育を受けましたか｡
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注意

もっとも普通なアメリカ人とはどんなものであるかを調べようとするのがこの質問

紙の目的です｡これはあなたの知能の程度を見ようとしたり,又はあなたの答の良し

悲しを決めようとするものではありませんOある特定のアメリカ人に限らないで,ア

メリカ人一般について思った通りを正直に答えて下きい｡ この結果からあなたが不利

となるようなことは決してありません｡問題の前にあるA,B,C,の円からあなた

の意見をもっともよくあらわしているものを選んで○で囲んで下きい0

間1. A (Many)

B (Some)

C (Few)

アメリカ人は独立心が強い｡

(以下別表 (2)と同じ)

別 表 (4)

沖縄民族特性調査

年令(潤) 才 市町村名 性別 男 ･女 学年次 1.2.5.4.

内地に行ったことがありますか, は い いいえ
どの位内地に滞在しましたか｡

外国 (台湾,朝鮮なども含めて)に行ったことがありますか｡ は い いいえ

ど こ に

滞在期間 I ー__

塗壷

もつとも典型的な沖縄人とはどんな人間像であるかな調べようとするのが,このテ

ストの目的です.あなたの知能の程度を調べようとしたり,叉は人格の良し悪Lをき

めようとするものではありませんから患った通りをまじめに正直に書いて下きいO又

沖縄人のうちある特定の個人を考えないで,沖縄人一般を対象として考えることが必

要です｡

答え万

問題を読んであなたの意見をもっともよくあらわしていると思われるものを選んで

それぞれ,A,B,又はCの符号を○で園んで下きい｡

A---｢多くの沖縄人は｣の意味

B･･.-｢いくらかの沖縄人は｣の意味

C---｢ごく僅かの沖縄人は｣の意味

例

A (多くの)

B (いくらかの)

C (ごく僅かの)

答え万の汚毒

沖縄人は冷淡である｡

(意味) 多くの沖縄人は冷淡である｡
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(1) A,B,C,のどちらか,はっきりしない時でもあなたの想像にまかして,一

間も残さず答えて下さい｡

(2)他の人と相談しないで,自分の考え通りにつけて下きい｡

~‥~一 子 ∴ 一

間4.40

沖縄人は独立心が強い｡

別 表 (5)

民 族 性 調 査

年令 (満) _才 出身地 (市町村名)

あなたが個人的に知っている米人がいますか｡ はい いいえ

何人位知っていますか｡ 人位

アメリカ人に話したことがありますか｡ はい いいえ

アメリカ人と一緒に仕事をしたことがありますか｡ はい いいえ

塵塵

このテス トは,沖縄人の眼から見たアメリカ人の民族的性格を調べるためのもので

す｡あなたの知能程度を調べようとしたり,文は人格の､良し慈しをきめ3:うとするも

のではありませんから安心して,思った通 りを正直に答えて下さい｡ある特定のアメ

リカ人ではなく,アメ9カ△二壁についてあなたが,直接,間接に得た印象を書くこ

とが,大切です｡

(以下別表 (4)と同じ)

く2) 沖縄人の民族的人格特性について

沖縄人自身の意見と米軍兵士の沖縄人についての意見を比較するために.A (Many

多くの)B (Some幾らかの)C (Few ごく僅かの)答をそれぞれ十1,0,-1.

と換算して鮎 答者を除いた平均値 (笠 ‡禁)を求めてこれが個々の特性項目に対

する集団の肯定慶を表わす指榛とすれば,沖縄人の自己評価と米軍兵士による沖縄人

観は Table(7)の如くである｡
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Table (7)

沖 縄 人 の 民 族 特 性

(肯 定度 - 笠 三票) 40 間

.-t .I .J∵ ' ･/ . ･･. ･∴ 一 ●一 一､/

崩 度匝位再 度順位

0.85･ 2･口.20 151感情にノむらがない

l

1

恥かしが りや

柔順で服従的

単 純

無 口

同 情 的

辛抱強い

人情に厚い

利 己 的

正 直

動作粗野

動作綬博

の ん き

現 実 的

0.49. 7 0.17

3'.Za ,8.3:冒冒

00
7
4
2

2
1

2

辛

卒

的

直

徳

敏 感

協 力 的
礼儀正しい

l

芸票差Lfytい 甘 言描 -冒:1.日 ;･…芸 向 器

-ー… ;- 二 二 ∴ -I_

1
7
7
5

1
2

4
1
1
′0
7
′0
∩7
1
ノ0

8
5
∩7
′0

∩7

1
nU
nU
n〓U
nU
nU
nU
1
1
l
1
2
2
7〇
rO

54
4
5
5

nu
nu
nu
nu
nu
nu
nU
nU
n
‖U
nU
nU
0
nU
nU
nU

nUnU
nU
nU
nU

E
一
E
一
L

E
L
I
i
L

II
E
I
一

l
--I三 三享i --_-

:'･ :I;:

52!0.12

54rD.50

55㌢-0.21
5(i一口.25

25

ll
2D
19
7

51

52

L

沖縄人の特性に関してはアメリカ軍兵士の評価と沖縄人自身の評価の相関は偏差構法に

ょって y-0.44の関係が見られるOこれは積極的ではあるが強い関係であるとは考えられ

ない.沖縄人の民族的諸特性に関するアメリカ軍兵士の見方と沖縄人の見方には相当な錯

誤があると言えよう｡

更に,各特性項目のアメリカ軍兵士の評価順位と沖縄人の自己評価による順位の調べる

ことによって,両者の意見の内容的な差を検討すれば次の通 りである｡

A 沖縄人について米軍兵i･と沖縄人双方の意見がほぼ一致したもの

(順位差が一十5以内)順位差

沖縄人のつけた 米軍兵士のつけた
順 位 順 位

26(40項目中) 26

15 12

58 40
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順位差

外 向 的 2

正 直 5

の ん き 5

疑い深い 5

軽 卒 5

道 徳 的 5

辛抱強い 4

理想主義 4

大 且旦 4

興奮 しやすい 5

沖縄人のつけた
順 位

57

11

14

22

24

25

8

55

56

16

B 沖縄人自身が米軍兵士の評価よりも高 く評価 したもの

順位差

動作が粗野 27

利 己 的 26

頑 固 22

短 気 28

神 経 質 19

衝 動 的 15

人情に厚い 15

恥かしが り 15

消極的で引込み思案 12

用心深い 11

単 純 11

同 情 的 10

米軍兵士のつけた
順 位

5

8

7

5

7

CO
4

1

2

1

rO

1

2

2

∩∠

5

1人J
n∠

混練人のつけ缶 詰軍兵士のつけ蒜

11 5S

iD 崇占

6 28

19 59

17 16

･21 .54

9 22

2 15

1 15

17 28

4 15

7 17

C 米軍兵士による評定よりも沖縄人自身が低 く評価したもの (順位差10以上)

幸福そう

社 交 的

礼儀正しい

協 力 的

注意深い

敏 感

勤 勉

感情にむらがない

おしゃべ り

独 立 心

差位

57

27

25

25

E3
18

18

18

14

12

同県 謡縄人のつけ左 蒜軍兵士のつけ蒜

59

54

28

28

51

27

19

2
55

5
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各特性項目について米軍兵士の沖縄人に対する意見意見と沖縄人自身の評価の間に

有意な差が見られるか,雨かをⅩ2検定によって認べた 結 果 は Table(8)の通 りであ

る｡

Table (8)

沖縄人に対する沖縄人自身の意見と米軍兵士の意見 (Ⅹ2検定結果)

(×印は両者間に有意の差を認め得ないもの)

以上の結果から米軍兵士と沖縄人自身の意見が一致した顕著な沖縄人の民族的特性

は沖縄人が 1威圧的でないこと 2外向的でないこと 5辛拘強いこと 4正直な

こと 5理想主義的でないこと 6対人関係で大胆ではないことなどが考えられるO

沖縄人自身が自民族の著しい特徴として考えている特性は (沖縄人自身による順位

の18番までを考慮すれば)その殆んどが好ましくない人格特性であるが,そのうち第

8位の ｢辛抱強い｣を除いて残′りのすべては米軍兵士による評定との順位差が極めて

大であり,アメリカ人が外部から観察した沖縄人像と沖縄人の自我意識との間に大き

なへだたりがあることを示している｡
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(3) アメ9カ人の民族的人格特性について

アメリカ軍兵士のアメリカ人に対する意見と,沖縄人のアメリカ人に対する意見を

比較検討するために,40項目にわたる特性の各々についての集団の指定度とその順位

は Table(9)に示す通りである｡

Table (9)

ア メ リ カ 人 の 民 族 特 性

アメリカの民族的人格特性についてアメリカ軍兵士の評価と沖縄人の評価は0･47の

偏差構法による相関を示し,沖縄人に対するアメリカ軍兵士の見方と沖縄人の見方の

間の関係 (y-0.44)とほぼ等しい｡ 即ち民族相互間の人格特性に関する意見は民族

の自己観察の結果と幾らかの関係はあるにしても相当に考え方の相違がある とい え

る｡

アメリカ人の人格特性について沖縄人の評価による特性順位とアメリカ軍兵士の評

価による順位の差を調べた結果は次の通 りである｡
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A アメリカ人について米軍兵士と沖縄人の意見がほは一致したもの

(順位差が5以内)

順位差

無 口 0
疑い深い 0
幸福そう 1

社 交 的 1

冒険好き 1

感情にむらがない 2

短 気 5

卒 直 5

恥かしがり 5

神 経 質 4

おしゃべ り 5

米軍兵士のつけた
順 位

59

28

1

2

10

17

26

7

57

52

12

B 米軍兵士が沖縄人よりも高く評価したもの (順位差が10以上)

順位差

道 徳 的 27
勤 勉 的 25
礼儀正しい 24

思 索 的 16

同 情 的 16

正 直 15

柔順で服従的 15

注意深い 12

米軍兵士のつけた
順 位

6

5
8
18

11

5

24

14

沖縄人のつけた
順 位

9

8
2

ヱ
J

1

8
7

▼へJ

n
U

n
U

.
0

7

rO

2

1

1

2

1

4

7へ
J

沖縄人のつけた
順 位

55

8
52
54

27

20

57

26

C ァメリカ人払つL,て米軍兵士が沖縄人よりも低 く評価したものp(順位差10以上)

単 純

外 向 的

動作が粗野

利 己 的

興暫しやすい

威 圧 的

動作緩慢

対人関係で大胆

怖 卒

独 立 心

の ん き

普位

25

25

20

19

19

16

15

14

15

12

10

倍
択 義軍兵士のつけ左 法臥 のっけ昆

7

4

4

4

7

5

nU
O7
1

.▲U
nU

～.)
2

2J
5

2

zJ
4

1
†0

1

1
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アメリカ人について米軍兵士と沖縄人の一致した意見から (Ⅰ)アメリカ人が幸福

で (Ⅰ)恥かしがりではなく(I)社交的であり (Ⅳ)おしゃべりで (Y)意志表示

が卒直で (Ⅶ)冒険好きであり (Ⅷ)神経質でないことが撤著であろ｡

Table00)はアメリカ人の各特性項目について沖縄人と米軍兵士の意見をx2検定に

よって有意差の有無を調べた結果である｡

Table uO)

アメ9カ人に対する米軍兵士の意見と沖縄人の意見 (井出検定結果)

(×印は両者間に有意の差を認め得ないもの)

(4) 民族的人格特性の好ましき (desirability) の問題

質問紙にとり上げられた,40種の特性項目の中には15種の比較好ましい特性と15種

の好ましくない特性が含まれて居 り,他の18種はその何れとも決められないものであ

った｡(特性の好ましさは心理系の教授職貝の評定によった.)好ましい特性として挙

げられたものは ｢勤勉｣｢感情にむらがない｣｢同情的｣｢幸福｣｢社交的｣｢人情

に厚い｣｢礼儀正しい｣｢正直｣｢思索的｣｢忍耐強い｣｢注意深い｣｢牛痘｣｢協

力的｣｢独立心が強い｣｢道徳的｣等である｡
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好ましくない特性としては ｢柔順で服従的｣｢興香しやすい｣｢利己的｣｢動作が

緩慢｣｢疑い深い｣｢神経質｣｢消極的で引込み愚案｣｢軽卒｣｢動作が粗野｣｢恥

かしが り｣｢頑固｣｢短気｣｢単純｣｢衝動的｣｢威圧的｣が含まれている｡

アメリカ人及び沖縄人の民族的人格としての好ましさの度合を相互に比較検討する

ために,日己評価と他民族による評価結果から得られた各特性につ い て の 背 定 皮

(pNA三豊 )を標準偏粛 醜 換恥 て,好ましい諸特性の平均値及び好ましくない諸

特性の平均値を求めた｡

好ましい特性の平均標準偏差値は Table(ll)の通 りである｡

Table (ll)

好ましい特性の平均標準偏差値

沖 縄 人 ! 47.50 r 51.56

アメリカ人は自己についても好ましい人格を認める傾向が強いが,とくに自民族に

ついての好ましさの意識は非常に強い｡沖縄人は一般に好ましい人格を認める傾向が

弱く,自民族についてはとくに低 く評価している｡好ましくない人格特性の平均標準

偏差値 (Table(12))及び相対的特性の好ましき (Table(13))と関連的に考慮すれば

Fr'i3更これらの傾向が明らかになる｡

Table r12) Tanle (13)

好ましくない特性の平均標準偏差値 . 民族特性の好ましき
(好ましい特性乎均一好ましくない平均)

~---_∵ ∴ 1.-_I --∴ 二 二-:
沖縄人のみが自民族の人格特性好ましくないと考えているだけで,
アメリカ軍兵士

の沖縄人観,
沖縄人のアメリカ人観,
アメリカ軍兵士の自民族観では全べて比較的に

好ましい人格が考えられているのである｡

米軍兵士の自民族に'対する考え方は極めて積極的で,
沖縄人の否定的な考え方と対

照的である｡
米軍兵士の
,
アメリカ人観ではその特性肯定順位の第1位から第11位ま

でをとれば第10位がどちらとも決められない｢冒険好き｣であったことを除いて他は

すべて好ましい特性であり,
又最下位の第40位から第25位までの間では｢外向性｣と

用心深い｣の二つを除き,
他は悉く好ましくない特性であったことは,
米軍兵士の民

族的自信や俊等感を如実に表わしているものとして興味深い｡
(Table(9)参照)
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沖縄人の自我意識は,アメリカ人の自我意識と全く対務的であり,肯定順位の第1

位から第6位までの間では第5位の ｢無口｣が中立的特性であろことを除いて,他は

すべて好ましくない特性であり,更に第1位から第15位までの間をとれば第7位,｢
同情的｣第8位 ｢辛抱強い｣第9位 ｢人情に厚い｣卿 1位 ｢正直｣及び前述の第5位

｢無口｣以外の他のすべては好ましくない特性である｡反対に肯定度の低いものを第

40位から第58位までの間では第58位の ｢威庄的｣のみが好ましくない特性で中立的な

もの5種を除けば他の7種は好ましい特性であった｡ (Table(7)参照)故に沖縄人

は自民族に対して極めて批判的且つ悲観的であり,民族的誇りに乏しく,又アメリカ

人に対しても相当批判的であるが,その反面アメリカ軍兵士は自民族について強い信

頼感と誇 りを持ち,又他民族である沖縄人に対しても楽観的で且つ充分な信頼を寄せ

ているものと思われる｡

勿論,この報告の始めに述べたように琉大学生は沖縄人一般の標本としては代表度

が薄く,又同様な欠陥がアメリカ人の標本としての米軍兵士についても指摘 され よ

う｡

(5) 沖縄人及びアメリカ人相互間に見られる自他間の差 異 意 静, ここで自他間の差異意

識 と呼 ぶのは,アメリカ人が意識するアメリカ人と沖縄人の間の人格的差異 (アメ

リカ人の考えではアメリカ人と沖縄人とは類似ししているか,又はかけはなれている

か)と沖縄人が意識する沖縄人-アメリカ人間の人格特性の差異のことである｡これ

は部分的ではあるが,或る程度民族成員の Out-ingroup の感情を反映するもので

あり,昏他聞の差異意識の高い民族は自集団の独特性 (unjgueness)の感じのために

排他的になり,異民族とのアVミレーVヨソ aSSimilation に対する誘意性はネガ

テイクになるが差異意識の低い集団に対して開 放 的で容 易に交渉をもっことができ

る｡

アメリカ人は自民族を沖縄人に較べてより好ましい,優れた民族と見て居り,沖縄

人はその反対に自民族をアメリカ人よりも好ましくない,劣ったものとして考えてい

ることは己に明j;かであるが,アメリカ軍兵士のアメリカ人の人格特性に対する考え

方と沖縄人に対する考え方との間には偏差構法によってγ-+0.44の積極的相関が見

られた｡併しながな沖縄人の場合には沖縄人に対する考え方とアメリカ人に対する考

え方との闇には 7 --0.62の可成 り強い逆相関が見られるのである｡調査方法の欠陥

による影響 も一応考慮すべきであるが,それにしても尚+8.44対-0.62の比較は大き

な差として考えざるを得ない｡

沖縄人の意識するアメリカ人-沖縄人間に差異の著しい特性は沖縄人の ｢恥かしが

り｣｢消極的で引込思案｣ ｢柔順で服従的｣ ｢無口｣｢頑傾｣ ｢忍耐強い｣ ｢同情的｣

｢神経質｣ ｢人情に厚い｣ ｢動作が緩慢｣ ｢正直｣ ｢勤勉｣ ｢道徳的｣な諸点と,ア

メリカ人の ｢外向的｣ ｢幸福｣ ｢対人関係大旗｣ ｢社交的｣ ｢冒険好き｣ ｢独立心｣

｢おしゃべ り｣ ｢威庄的｣ ｢卒宙｣｢協力的｣ ｢現実的｣ ｢興奮しやすい｣ ｢軽卒｣

の諸点であるO (Tableu4)参照)
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Table (14〉

沖 縄 人 の 自 他 間 差 異 意 識
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アメリカ軍兵士が自他闇i乙大きな差異を意
識する特皆はアメリカ人自身の｢冒険好

き｣｢道徳的｣｢卒直｣｢人情に厚い｣
｢短気｣｢大胆｣｢外向的｣｢衝動的｣｢理
想主義的｣｢現実的｣な諸点と,
沖縄人の｢動作緩憎
｣｢忍耐強い｣｢無口｣｢柔順

で服従的｣｢消極的で引込み思案｣｢単純｣｢恥かし
がり｣｢感情はむらがない｣等

の諸点である｡
(Tableu5))

- 5 1-



Table u5)

アメ リカ人の 自他間差異 意識

概して両者の自他民族特性の相対的比較は一致した意見が多く (25種特性)相互間

の意見の矛盾対立は15種の特性について存在する｡梅端な意見の対立を示したものは

両者ともに,自民族がより｢道徳的｣であり, ｢人情に厚く｣ ｢同幅的｣であり,又

｢神経質｣で ｢短気｣だと考えていることである｡

以上の諸点からアメリカ人及び沖縄人の自他間の差異意識は (I)沖縄人に極めて

大きく,沖縄人の自閉的態度及びアメリカ人の開放的技近的態度を示唆しているが,

その反面 (王)自′他の相対的特性比較では内容的にはば一致した民族特性観をもって

おり, (Ⅶ) ｢道徳的｣ ｢人情深い｣等の特性では双方ともに明らかな自民族中心位

(ethmocentrism)の傾向を示している｡

(6) 沖縄人 (琉大学生)の本テス トに認められた性差

沖縄人のアメリカ人に対する意見の質問紙には男子学生67名,女子学生56名が含ま

れ,沖縄人に対する意見では男子学生75名,女子学生25名が含まれていた｡x2検定に

ょり両者に有意の差が認められたのは,沖縄人に対する意見で5項目t･アメリカ人に

対する意見では7項目であったが,そのうちとくに顕著なまの認められたのはわずか

である｡
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尚,危険率は5パ･-セ ン

ト以下とした Table(16)

で有意の差を認め得た特

性が示されている｡

一般に男女間の性差は梓

く僅少であり とくに,

アメリカ人の礼儀正しさ

については女子の方が積

極的に肯定している｡

TableUGJ

沖縄人の意見の男女の差

甘 結 論

1 沖縄人の自民族に対する評価は極めて低い｡

2 アメリカ人と沖縄人相互の民族的人格特性観はほぼ一致している0

5 沖縄人の特性は

(Ⅰ)恥かしが り (Ⅱ)無口 (価)消極的で引込み思案であるが (Ⅳ)忍耐強

く (V)勤勉で (Ⅶ)柔順であり (Ⅶ)人に対して威圧的ではなく (Ⅷ)理

想主義的でもなく (堤)外向的ではない

これに対してアメリカ人は

(Ⅰ)幸福そうで (Ⅱ)社交的且つ協力的であり (Ⅱ)おしゃべ りであるが極め

て車両に意見述べ (Ⅳ)独立的で (Y)冒険好きであるが又同時に (Ⅵ)現実

的でもある｡従って彼等は (Ⅶ)恥かしがらず又消極的でもなく (Ⅷ)柔順で

はないが (Ⅸ)頑固でないと云える｡

概して沖縄人は内向的特徴を具えて居 り,反対に外向的な特徴を持つつアメリカ人と

極めて対照的な民族的人格をもっている｡それは他民族を侮っているために生じた優

越感ではなく他民族に対 しても文自民族に対して共通に楽観的な観察を行っているも

のと思われる｡

6 沖縄人は自民族に対してのみならず,他民族に対しても極めて批判的である｡これは

用いられた標本が青年期にあり,且大学教育を受けつつあるためにもよるだろう｡

7 民族の自我意識は必ずしも他民族の評価とは一致しない｡

8 沖縄人の自他民族間の差異意識はアメリカ人の意識している自他民族間の差異に較べ

て極めて大きい｡
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附 記

この調査の実施に当って多くの万々が御援助下さったことに対して深く感謝致します,

与部嶺教授を始め東江 (東)東江 (辛)安谷屋各講師には貴重な時間をきいて,デスtの

管理に当って頂いたり,或いは等問的助言をわずらわしたり致しましたO又米軍兵士に対

して調査を行うことについて多くの困難が予想されましたが, ミVガン ミツVヨソ の

エ リオット博士が数週間にわたって部隊との接衝やテス トの管理に当って下さいましたの

で全べて順調にはかどりました統計作業には多数の教育学部学生の方々の協力をお願いし

ましたとくに比募とみ子,仲間輝久雄,金城暗七,金城隆徳,安村栄子,平良江美子,育

川明子,安谷早苗の諸氏には長期に亘って地味な仕事をして頂きました｡七月上旬に渡米

を控えて屠りましたので不完全な整理とは知 りつつ多くの欠点や聞鶴を残したまま本研究

を終ったことを残念に思います｡

# & 1956.6.22
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